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1 ．は じめに

　 （社）目本造園学会ラ ン ドス ケーブ技術研究委員会は、「公 共

造園空 間保全 ・整備にお ける設 計 ・施工 ・管理
一
そ の 連携と空

間評価
一

亅 に 関わ る
“

提言
”

を発表 した （2007） 1＞。こ の 提 書

で は、『設計と施工の連携に よる新た な仕組づ くり』を行うとい

う「方向性 」が示 された 。 こ の 委員会は 1999年 に発足 して お り、

約 10年前か らこの 議論が続い て きたとい うこ とで ある。では何

故、こ こ 最近にな っ て設計・施 工 連 携が必 要 になっ てきた の か。

　本論考で は、そ の 背景を探 るべ く、施 工 業界に 始ま り、やや

遅れ て 設計業界も業態を形成 し始め た 1960年代か らの 造園／ラ

ン ドス ケ
ープ領域 の 変遷を追い、史的考察を試み た。

　なお、こ こで 扱 う造園／ラン ドス ケ
ープ領域とは、設討業、施

工 業に代表され る
“
契

’

としての 領域を指すもの とする。

　ま た、この 変遷の把握と史的考察に よ り、現在縮小 傾向にあ

る当該領域の こ れ に釜 っ た要因を推測し、改革に 向けた行動の

方向性を探 るこ とを狙っ たもの で ある。

2 ．造園／ラ ン ドス ケ
ープ領域の時代区分と史的考察

　明治以降の 近代造園の歴史の 中で も、1960年代以降の現代造

園の 変遷 を把握する こ とは、今 目 の造 園を理解する うえで 重要

で ある。この 整理 に あたっ て は、既往文献 と して 平野 ら （1985）
2）、松 田 （1994 ）

3）、小泉 （2008 ）
4）、宮城

5）、そ の 他
6 ｝　一「s）を

参考 に した
。

　これ らの 参考文 献で は 、 施工業に関連す る事象を中心 にま と

め られ てい るもの や制度中心の もの が多 く、 わずか に宮城
5）が

計画
・
設計業につ い て ま とめて い るもの の、1985年以降の 目本

の 造 園設計 界の 変遷
・
考察は 記されて い ない。これ に 対 し本稿

で は、現在の 設計 ・施工双方の 置かれて い る状況の 背景を探る

目的で あ る こ とか ら、設計関連の 事象つ い て 充実させ るよ う、

独自の 追加 作業を行 っ た。

　聴代 区分を行 うにあた っ ては、一
般 の袿会 ・経済情勢か ら大

区分す るの では なく、造 園／ラ ン ドス ケープに 関わ る トピ ッ ク と

そ の 背景が読み 取れ る複数の 論説等を総合 し、大き な流れ をつ

かん 蔦 その 結果、　1960 年〜1985 年を 「業態會1減 〜急成長期」、

1986年〜1998年を 「職能再確認
・模索期」、1999年 〜 2008年（現

在）を 「変革の序章期」 とし た （表
一1）。意図 したわ けで はな

い が結果的に は、1960年〜現在を、バ ブル 経済期か らその 後の

失わ れた 10年を 中間期と して 、3分割 した こ とに な っ た。

　史的考察の アプ ロ ーチ方法と して は 、 改革に 向けた行動の 方

向性を探る こ とを狙 うとい う目的を考慮 し、技術、制度、職能

の 変化とその 背 景及 び結果を読み 取るよう努めた。

（1 ）変遷と時代区分

1）業態創成 tV 急成長期 （1960− 1985）

　 1960年以前 は、公 共造 園は 設計か ら施 工 まで 官公 庁 の直営で

あっ たが、1964年の 東京オ リン ピッ ク に 向けて 公共造園の発注

が増加 し、設計 ・施工 分離の 原則 （1959）の 下、造園 コ ンサル

タン ト創成期となっ た。

　 この 頃、IFLAH 本 （東京）大会 （1964）が あり、創成期

の 象徴とな っ た。また ttの とき刊行され た 「目本の 造園」
te
で

は、ア ノ ニ マ ス な （作品化され ない ）造 園に着 目 し、これ か ら

の 造園家の活躍すべ き場で ある と して い る点が 注目すべ き とこ

ろで ある。

　 その 後 1985年頃ま で の 間、造園業界は急成長 し、 特 に後半の

10 年程度で 制度上 の位置づ けが整 備され業態が確 立 してい っ

た。

　平野 ら
2〕

は、1965年か ら 1985年まで の 日本の 造園領域の 変

遷 を、拡 大発 展期 （1965 − 1974） と内省期 （1975一正985）に

分け整理 し、 20年の 特性 の 中で 「最 も特筆すべ きは、対象とす

る空 間が 、 点的存在の もの か ら面的広が りの ものに変わっ て き

た こ と」、
「都市茄轂 と して の、点的存在で あ る

一
個 の 公 園か ら、

それ を取 りま く地 区全体の 景観形成を考えた面的緑化等へ の展

開方向がそ こ に は っ き りと見られ る。」 と し、造 園領域の 今後 の

展望 として は第 1 にア イ デン テ ィテ ィの 確立 を挙げ、「末曽有

の 高度経済成長を経験 した上 で、安定成長 へ と移行 した我が 国

の 造園の 対象領域は、 人間 の 生活 活動の 全て の 場に展開 し、多

くの 関連 分穿 と密接不 可分な連繋の 下 で 、 造 園の 独自性が強 く

求め られ る状況 に至っ てい る。 」、「この 牘況は 、造 園領域の 今後

の 展望に極め て明 るい 見通 しを可 能にす る反 面、造園の アイデ

ン テ ィ テ ィが確立 され ない 揚 合は、限 られ た分野 に押 し込 め ら

れる可能性も多分には らんだ重要な時期に ある こ とを意味して

い る。亅 と し、警鐘をならして い る。

’
（株）オ オ バ

”
千葉大学大 学院園芸学研究科

’Ohba 　Co ．，　 Ltd．
”Graduate 　School　 of 　Horticulture，　Chiba　 Universlty
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　 こ の 年 1985 年は 、
2 回 目の IFLA 日本大会が大 阪で開 か れ、

世界か ら注目を集 めるほ ど盛況で あっ た。

　 こ の 時代を宮城
5）

は、「ある意味幸 せな時代」 と表現した。

1970年か ら 1985年ま で、日本造園コ ンサル タ ン ト協会が 自主

刊行 して い た雑誌 「ラ ン ドス ケープ 」 の 誌面 か らも、行政に籍

を置 く専門職 と民間の設計事務所所員 とが、誇 りを持っ て
一

緒

に なっ て 業務を進 め て い た こ とがわか ると して い る。

2）職能再確認 ・模索期 （1986− 1998）

　 しか し、平野 ら
2）

の危惧は現実となる。制度や組織体制など

の 確立の 反面、特に発注シ ス テ ム が土 木に倣っ た仕組み と して

確立 してい っ たこ とが後々 まで重 く大きな課題となる。この 原

因 と して 、 福成 （2001 ）
6＞は 、

「造 園施 工 管理技術編 （（社） 日

本公 園緲 也協会発行 ）で、植栽な どの 造 園独 自の 部分は ともか

く、施工管理 の ほ とん どが土 木の テ キス トの 引用 とな っ た こ と

の影響が 大きい 」 としてい る。 またお そ らくは狭い 業界を閉鎖

的に保 と うと した こ とによ り、1985年以降、急激 に造 園の アイ

デ ンテ ィ テ ィ を喪失し、技 能やデザイ ンカを低下 させ てい っ た

と考 え られ る。

　次に示す よ うに、「独 自性」につ い ては、こ の 時期 に危機を迎

え、様々 な議論が行わ れ たが、 現在の状況か ら振 り返 っ てみ る

と、その 後 もほぼ進展 しな か っ た とい っ て よい だ ろ う。

　進士 （1994）   は、「他の 工 業生産ス タイ ル とは全 く逆の 道

を選 んで こ そ 「造園の 独自蜘 を発揮 で き るの で あ り、下手 に

工 業製品な どを多用 して 現代の 経済社会ス タイ ル に合わ せ た よ

うな造園デザイ ン を施すよ うなこ と にで もなれば、ラン ドス ケ

ープの 良さや本質を失うこ とにな る。 」、「筆者の 心配は 、造 園へ

の需要の 増大が急 激で ありすぎる こ とか ら、造 圏産業の 本質的

魅力を失っ て ま で、これまで の 土木 ・建築産業の 失敗を追い か

けるこ とにならない だろ うか 、と い う点にある。」と してい るが、

進 士の 心 配 は既 に現 実の もの で あっ た とい える。この こ とは、

1990年前後か ら造 園学会等に おい て造園 の アイ デ ン テ ィテ ィ

を求め る勸きが活発化するこ とに よっ て わ か る。例えば、関東

支部技術部会発足 （福成 らの 活動ス タ
ー

ト ：1988）、造園教育 ・

職能委員会発足 （1993）、〈 特集 〉造園産業論の 構築に 向けて

（1994）、〈特集 〉公共造園に お け る設計監理 の あり方 （1996）、
「造園設計図面の 表現手法改良の調査研究報告書 （1997）、〈分

科会〉 厂造園領域の ア イデンテ ィ テ ィ とその 方向」 （1997）な ど

である 似 上、表一1）。
こ れ らの 中で 、 福成 ら （1994）勒 ま、 建

設 省に よる 「環境 の 内部 目的化」を受け、「造園産業界は 、 他分

野 の 技術者が造 園界を は るかに しの ぐ力 と勢い で 環境専門家と

なっ て い く時、結局公 園、 植木の 世界に 閉じ込め られて しま う

の で は ない か と考 えるの は危 嗅しすぎで あろ うか。」 と述べ 、造

園産業界が、環境専門職能 と して の ア イデン テ ィテ ィ を失 っ て

い く危機感を示 して い る 。

　また、こ の 時期は、海外か らの ラン ドス ケープ アーキテ ク ト

が参入 して きた時期 で もある。涌井 （1994）「a）は 、
「こ うし た

傾向は功罪相半ば し 、 功の 面は国内 の造 園コ ンサル タ ン トが官

に の み目をむけて い た傾向か ら、民にもその職能を「 般化させ

た。また ラン ドス ケ
ープ とい う言葉も

一一
種の 流行語 となっ て い

っ 鶴
一
方罪の 面 は （目本 とは条件が違う）米 国に生 まれ た囲

い 込 み型の 大規模複合型 リゾートが無批判 に 我国に持 ち込 まれ

た こ と」で あ ると し、
「この よ うな圧倒的開発投資増は 、 民 間土

木、民間建築の 施工 高を急伸 させ 鶴 その 結果、設計事務所
・

総合建設業 （ゼネロ ン ）は空前絶後 ともい える民需に潤い 多い

に 業容を拡 大 した 。」 と して い る 。 景気 対 策 と して の 公 共事 業の

増大 が あ り、こ の よ うなバ ブル 経 済期が終 焉 したの は建 設 業界

で は一
般業界よ りも遅く 1995 年頃で あ るが 、 民 需に奔走 し、土

木、建築 と多くの 仕事を行っ た に もか かわ らず、終わっ て みれ

ば逆に協働能力の 欠如を問われる こ ととなっ た。この こ とは、

JILA特集 「造 園家 （ラ ン ドス ケープ ・
ア
ーキ テク ト）に期待す

る」 におい て 篠原 （1993）
16）、蓑原 （1993）

17）、越沢 （1993）
18）

らに一
様に 、

「殻 か ら出て都市計画 や土木 の 仕事をすべ きで あ

る」 とい っ た よ うな指摘が され てい る こ とに表れ て い る。

　 また 、 こ の 時期は、バ ブル 崩壊 に加 えて 、 業界 と して はむ し

ろそれ よ りもよ り大 きな転換点 となる事象が起こ っ てい る。

　 日米構造協議 （1989）に始 ま り、広 く参加 の機会を与 え る方

向で入札制 度改革が進 め られ た こ と と、同時期に 発注に か か る

不 祥事 （い わ ゆるゼネコ ン 汚職）が多発 した こ とか ら、随意契

約は 原則禁止 となっ た。また、設計 ・施工 分離発注をしなが ら

も、発 注者の裁量によ り設 計 ・施工 の
一
貫駐が保たれ てお り、

他 分 野 との コ ラボレ ート、コ ーディ ネート機能も有 してい た 時

代か ら、こ の よ うな事態を契機 に、透明性、公 平性 をあま りに

も優先す る時代になっ た こ とか ら、発 注者の 技術者と しての 裁

量 は 著 し く制限され、良質な 空間をっ くる た めの マ ネ ジメン ト

能力を発揮する機会を失っ て い っ た と考 え られる
W ）

e 設計 ・施

工 連鵬が 意識 され だ した背景は 、 アイ デン テ ィ テ ィの 回復の た

め に加 え、こ の 点に もあっ た とい うこ とがわ か る。したがっ て 、

本来は こ の 時点で、設計 ・施工 プ ロ セ ス の 改革を行い、マ ネジ

メ ン ト機能の 補完や、き め細か な意図伝達の た め の 設計 ・施コニ

連携 シ ス テム を構築 してお く必要 が あっ た の だ ろ うが、現在ま

で問題 が持 ち越 され て きてい る とい うこ とであ る。

3）変革の序章期 （1999− 2008現在）

　 この よ うな 中、1999年に （社）日本造園学会 ラン ドス ケ
ープ

（建設）技術研究委員会が発足、同年 （枷 ラン ドス ケ
ープ コ

ンサ ル タ ン ツ協会（以下、CLSL）がア クシ ョ ン プ ラン 21 を発表、

2001年に 「明 日の 『造園』の 確立 と展開を目指 して
一
内なる 充

実 と外へ の 発信
一

」 （平成 11年 ・ユ2 年度学術委員会活動報告）

な どが 続き 、変革へ の 序章 ともい える動きが始まっ た 。そ して 、

変革の お膳立 て と して 、温暖化・ヒートアイ ラン ド現 象の 拡大、

行政やま ちづ くりへ の 市昆参加 の 普及、公 共事業改革 （公 共投

資縮減、入札制度改革など）、少子・高齢、人口減少社会の 到来 、

持続可能性の 追求、維持管理 型社会 （「っ くる」 か ら 「つ か う」

へ ）などの 社会 陦勢が現実の もの として 眼前に現れ る中、2002

年登録 ラ ン ドス ケープア
ー−eeテ ク ト （R［A）資格制度、自然再生

推進法、20G3年指定管理 者制度、2004年景観緑三 法、2005年

品確法、 都市緑地法、国土形成計画 法、造園 CPD制度本格運用

な どの 法制度
・資格制度が ス タートした 。

　平成 11年 ・12年度学術委員会活動報告 （2001）では、「内部

的な組織力を強化 し、造園の 基盤を確立してい くと ともに、外

部 （社会や異文化〉 に対 して積極的に’
辭 艮発信し、造園分野を
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表
一1 現代の造園／ラン ドス ケ

ープ領域の変遷

口　・　 工 「

昭和24（1949） 　餤 　　　
’
　 工 　　 は 22　　 の フ

土 木 工 事　 の 中 に　 ま　 る）
昭和251950 区

‘
　 単位 で の児童公 　工 事 児 童福 祉法制

直　 昭私30 （1955 ） 日　住宅 公 ・　 立
営 　 昭 和31 〈1956 ） 市公 　　公 日本道　公 団設 立
期

昭 和32（1957 ）
日本 住宅公 団 で 土 木 か ら造 園を 分離発注

技術士法制定

昭 和 34（1959＞ 設計 　 　委託 に関す る事　次官通達

　
二
　 ・施 工 　　の 　　1

東京 オリン ピ ッ ク開催準備

昭 　 351960 リン ピ “ク　　
1

園工 　力 5　　　 く

昭　371962 ） 総合 開発 計 画

昭和39（1964）造園設 計 事務所連合結成
　　オ リン ピ ツ ク
IFLA 日本大

△
（東 京）

昭 和42（1967 ＞日本造 園設 計事務 所連合 に改称 　　　　　　　　　公 害対 策基 本 法制定
（財）　 路緑化 　　　会設立

日本植 木餡会設 立

日　 造園組
A

連合 会股 立
昭 和 431968 ） 計画法 の 全 　改正

昭 　鍛 1969）士 施工 　理 技 　　　制度 旺 全 国　合 開発 計 画

昭和45（1970＞
｝

コ ン　 　　　ラン ドス 　
ープ 」　　

藺
刊
一
（197Q〜

1985）

昭和46 （1971 ） （杜 ） 日本造園建骰 業協会発 足

設 業法改正 ：
「
園工 事業が 　まれ る

；建設業登 録か ら許可へ
；　　 建般 　の　可制 　創設

業
態

創

成
〜

急

成

長

期

昭和47（1972）造 園工 事業登録開始 自然環境保全 法制 定
一

次　市公　 　 　五 ヶ年　画　 　　定

昭 和48 （1973 ）
都市緑 地保全法制 定
工 場立 地 の 調査等に関する 法律を工 場
立 地法 に

第
一
次石 油シ ョ ッ ク

「自然環 境基礎調査 亅 発足

　　　 日本　 匕セ ン タ ー
骰 立

昭和49 （1974 ＞

第 1回 造 園技能 検 定
都市計画 コ ン サル タ ン ト協会設立

生産緑 地法制定

国土利用 計画 法制 定

自然　 　憲章　定

地 域振興 肇備公 団設 立

宅 地 開発 公 団設 立

公　　地 　理 財・昌立
昭和50 （1975 ） 計画 　

一
部改正 ：表 土保全 目的

昭 和51（1976 ）第1回造園施工 管理技 士検定
都 市公 園法 に国営公園制　設

都市緑化対策推 進要綱制定
都 市緑化推進 要綱制定

昭 和52（1977 ）多摩NT 落合 ・鶴 牧地 区環麗計画 ・基 本設計
第三次全 国　 口 開発計 画 ：定住圏構想

緑の マ ス タ
ープ ラ ン 策定推進 の 通逮

昭和 54 （1979 ＞ 二 次石 　 シ ョ ッ ク

昭和 55（1980　日本
’

園 コ ンサ ル タ ン ト　 π に改称 ・
都 市整　公 団 に統含

昭和 60（1985） （　　日本造園 ロ ン サ ル タン ト　 試 （社 団化 第四 次全 国　口開発 計画’
　 工 　　 の　示 　 正

工肌 A 日本大会 （大 阪）

611986 民　　　1

昭 和 62（1987 総 口　　 地 　　　法 （リゾ ート　 ）制 定

昭和63 （1988 ）謐靉
工

技聽蠶
疑

　　 　 土・基本 法蹤

平　
一

（1989） 日米槽 造

平成2 （199G ）
公 共 投 資　　計画

　 際花 と　 の　 　会
平　3（1991 バ 　　ノレ

平成4（1992＞ ILA　 　会 「生 　 もの 技
‘

と して の 造　一その 5」 計画 マ ス タ ープ
ー

ン の 策定 パ ブ ル 　失 われ た10年

職
能

再

確

認
・
模
索

期

平成5（1993）
JIM　 　 　

’
　 　 　 ラ ン ドス 　

ープ ア ー
キテ ク

ト） に 期待す る 」　　　　　　　　　　　　　　 環境基本 法制 定
工LA 造　 　　 ・職 能　 　　発 足

一
連の 汚職 事件

平成6（1994）
JILA　　 造園産 業論の 構築 に 向 け て 」　　　　　 緑の 基本計爾制 度イ匕　都 市緑地保全法改正〉
造　　誌⇒ラン ドス ケープ　究　　　　　　　　　　　　 大 の 内。目的 匕 公 共 　 　 基 　 　 画 見 直 し

平成7 （1995 ＞
JILA　　

’
園 設 　に お け る　現手　に　　る　　　毅 　　　行 　　正 に 　 り

1
園工 　　が

査研究 報告書」　　　　　　　　　　　　　　　 設業に

平成8 （1996） JILA特集 「公共造 園における 設計監理 の あ り方 」

平成9 （王997 ＞

JILA　造 園　卩　　 の 　現 手 　改 　の 　　　　報
告書」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 環境影響 評価法制 定

JILA分科会 「造園領城の ア イデ ン テ ィテ ィ とそ の 　 工場 立地 法改正

方向亅

京都靉 定書

10（1998 旨エLAr
’
　　　 ・　　　 △ 　　　　　　　　　　五 　全 　　A 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 △ 　　 ．　 、建 　　　　　　　　　　　「 ）

平成11 （ユ999 ）
」工LAラ ン ドス ケ ー
（祉 〉 ラ ン ドス ケ ープ コ ン サル タン ツ 協会 （改称 ） PFI 法

C碩 「ア ク シ ョ ン プ ラン 211 発 表
平 　122000 ） 日造 協に よる一　の 提　　 （1997〜2004 ） 地　分　

一
　法制定

平 成 13〈2001）
μ BEE 認 定開始　　　　　　　　　　　　　　　　小　　閣　　　再　本部 」設 　の 閣議決定
J工し《 「明 日の 『造 園』の 確立 と展 開を 目指 して 」
学術 委員会

設計 ・施 工
一
括 発注方 式導 入 検討 委

員 会報告書 （国土交通省）

轍 14（… 2）糶
ン ド

鐵
一

蘇尹
テ ク ト 瓧 △）資 鞭

　
再 糊 鷹 法制

自然 再生　進 法
変

革

の

序

章

期

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 理 　制 度
平成 15（2003）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 造 園工 事業の 内容 と例 示 改正

　　 　　　　　 　　　　　 　　　　　 　　　　　 　　　　　 　　　 しい 　づ　 り 策　綱　景　の 内部目　 匕

平 成 16（2004）JILA　公 共造 　　　　　に おけ る設 計 ・
　工 ’

　　景観緑 三 法
理 一そ の 遮 携 と 聖 間評価」 に 関わる意見募集 生　　　 UR

　　　　　　 造 園CPD 制度本格運用　　　　　　　　　　　　　　都 市緑 地法
平成17（2005）CLA 設計プ ロ セ ス の 研 究 （2005 〜現在）　　　　 国土形成 計画法

公　工　 の 品　　保

道路公 団民営化 （NEXCO ＞

愛 ・地 球 博

平 成19… 。・檀 管衾彎離携 、空欄 1こ齲灘 き 観光立 国推進 基本　画
中央建設 業審議会WG
　2　　間 と りま とめ 　　〉

職 ・・・・・… 飜 あ場 駮 換会 、。。7．難 、
賦 行 動計画 澗爺湖サ ミ ッ ト

※ 参考文献を基に筆者らが追加 ・
編纂
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ア ピー
ル してい く こ とが、学会 に求められ て い る と言えよう。

また、内部的に も、造 園の 職能や造園 （家）像の 明確化が求め

られ て い ると も言え よ う。」、「建築や土木の 分野 に 比 して、社会

的な基盤 が 脆弱 で あるこ とも大きな要因 であ るが、造園 の 職能

や領域を明確 に す る資格づ く りや技 孵評価の 仕組み づ く りを怠

っ て きた こ とに起因す る部分も少 なくない
。 」 とし、造園の 職能

や領域 とい う基本的な問題 が未整理 であるこ とを指摘 してい る。

そ して 今後早急に取り組むべ き事項 と して、「造園空間を創造

し、管理す る上での 、独自の 設計、施コ〔、検査シ ス テ ム を制度

化す る こ と、そ して 従前か らの 大 きな懸案で あ る資格制度 を創

設する こ と、こ の 2点を実現し 内部的に も外部的に も、造園の

アイデン テ ィ テ ィ を明確化 する努力が急務で ある。1 とし、資格

制度の創設とともに、独自の 設計、施工 、検査シ ス テム の制度

化の 重要 性を明確 に示 してい る。

　その 後、2002 年に登 録 ラン ドス ケープア
ーキテ ク ト 価 ）

資格制度が創設され、ひ とつ の課 題は ひ とまずは俎 上 に 載っ た

こ とにな り、 残 る当面の 課題 は 、
「独 自の 設計、 施工、検査 シ ス

テムの 制度化」で あるこ とにな る。

　 こ こ で、冒頭に記 した ラン ドス ケ
ープ技驟 委員会

“
提言

”

　（2007）の 発表 となるわ けで ある。

　加藤 （2006）
20

は、都市デザイ ン の プ ロ ジ ェ ク トに お い て ラ

ン ドス ケープ・
ア
ーキテ ク トは、「道路、公 園等の 都市基盤施設

の配 置や計画、土地利 用計 画が まだ確 定 してい ない 段 階で ある

空間構成段階で、ラン ドス ケ
ープ ・デザイン の 視点か らもっ と

発言すべ き。 」、厂景観形成段階にお い て は、修景的に美 し くある

こ とだ けを狙 っ てで はな く、利用 の 仕方 につ い て深 く考え、そ

れ にふ さわ しい デザイ ン とすべ き。」、「建築の 設 計が決まっ た

後に、外構部 をデザイ ン するの で はな く、ラン ドス ケープ ・デ

ザイ ン が建 築と同時並 行的に、場合に よっ て は 建築の 設計 に先

駆 けてなされ るべ き。」 と指摘して い る。これ は、1993年の 篠

原、 蓑原、越沢の 指摘とま っ た く同 じもの で あ り、 10年以上 の

間状況は変わ らなかっ た とい うこ とにな る。

（2 ）考察

　現代 （1960年代以降）の 造園領域 の変遷 を見て い くと、1986

年〜1998 年 にお ける 「職 能再確認 ・模索の 時期 亅 を経て、現在

は、主 に 周辺状況や一1
部の 活 動の 兆 しか ら見て 厂変革の序 章 期」

に あ る と考える こ とがで きる。しか しなが ら、設計 ・施 工 業 と

もに受注 額の減少 ・経営の 悪化が続 い てお り、職能再確認 ・模

索の 状況 か ら抜け 出せ な い 状況 にあ り、発注者 にお い ては、技

術者 と しての 裁量が 著 しく制 陂 され た状況 が続 い て い る。「公

共 工 事 の 品質確保の 促 進 に 関す る法 律 （2005）」 の施 行 に よ り、

良質な空 閲整 備 に 向けた制度改革に期待 は持 て るが、ま だそ の

効果 は見 えて きて い ない 。

　業 界の 現状 を見 て み る と、田中 ら （2008 ）
n ）の 報 告 に ある よ

うに造園工事業の 経営状況は悪化が続い てい る。ま た、（社〉建

設コ ン サル タン ツ 協会の 白書 （2007）as｝
に よる と、造園 コ ン サ

ル タン ト業は、道路、河 川な どを始め とす る土木各分野 の 中で

2005年現在、1996年比で の 受注額 29．7％となっ て お り （全体

平均 は 68．　60／o ）、最 も落ち込 み が激 しい 分野 に な っ て い る。

　こ の よ うな現状は、職能 ・領域が不明確 な状況を続けて きた

こ とだけが原因とは 言えない が、無関係 である とも言い 切れな

い。

　 さ らに、2 03年の 「美 しい 国づ くり政策大綱」 に お ける 「景

観 の 内部 目的化 」 は、「環 境」 でそ うで あ っ た と同様に、専門職

能の 存在感 を希 薄に し て い く可 能性を秘め て い る。

3 ．おわ りに

　以上 の 変蘯の 整理か ら、造園／ラン ドス ケープ領域の 中で も、

特に計画 ・設計分野から見て まとめてみ る と、一
つ は、都市デ

ザ イ ンやま ちづ く りな どの都市 計画分野、測 「「や道路 な どの 土

木分野、建築分野との 初期段 階か らの コ ラボ レートにおい て の

役割を担 える フ ィ ジ カル プ ラ ン ニ ン グカ を身 にっ け周 辺他 分野

に向かうこ と。二 つ 目は、発注方式、役割分担、各段 階ごとの

業務内容の 精査を行 っ た上 で、設計
・
施工連携 シ ス テ ム を構築

してい くこ とが急務で あ り、こ の 結果として、デザイン カの 回

復を図っ て い か なけれ ばならない 。

　失われ た 20年を取 り戻すた め の 改革に は、思い 切っ た判断 が

必要 にな るだ ろ う。
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